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住友林業の会社概要

住友林業グループは、公正、信用を重視し社会を利するという「住友の事業精神」に基づき、

人と地球環境にやさしい「木」を活かし、人々の生活に関するあらゆるサービスを通じて、

持続可能で豊かな社会の実現に貢献します。

経営理念

＜住友林業の事業領域＞

※2023年12月期
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住友林業の長期ビジョン

地球環境への価値 人と社会への価値 市場経済への価値

Mission TREElNG 2030

私たちは、地球環境、人々の暮らしや社会、市場や経済活動に価値を提供する

ことで、将来世代を含むあらゆる人々やすべての生き物に、地球が快適な住ま

いとして受け継がれていくことを目指します。これまでも強みとしてきた

「森」と「木」の価値を活かし、深め、新たな未来の力へと変えていきます。
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住友林業のウッドサイクル

住友林業は「木」を軸としたバリューチェーンを構築
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ウッドサイクルを通じた脱炭素化

①森林
～循環型森林ビジネスの加速～
森林保有・管理面積の拡大

②木材
～ウッドチェンジの推進～
木質製品の製造、木材普及拡大

③建築
～脱炭素設計のスタンダード化～
建物のCO2排出量の見える化・削減
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6. One Click LCA日本版（参考）
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One Click LCAについて

企業名 One Click LCA Ltd.（旧：Bionova Ltd.）

設立日 2001年

特色 建築LCAソフト、プラットフォームビジネスを展開

代表者 Panu Pasanen (Chief Executive Officer)

住所 Helsinki, Southern Finland, Finland

電話番号 358-40-482-6648

ＵＲＬ https://www.oneclicklca.com/
業種 ソフトウェア、プラットフォーム

主要取引市場 非上場

従業員数 ５０名以上

• One Click LCA社はフィンランドに本社を置き、ソフトウェア開発・販売を行う企業。
取り扱う各種ソフトウェアの一つに、エンボディド・カーボン（建てるときのCO2）を算定
する「One Click LCA」ソフトウェアがある。

• 「One Click LCA」は既に世界170か国以上で導入され、10か国語に対応している
国際的な建築LCA算定用ソフトウェアである。

• 住友林業は「One Click LCA」の日本販売代理店として、2022年8月に日本版の販
売を開始。現在、建設業界の様々な企業が幅広く利用している。

■One Click LCAは建築LCAに最適なツールです。
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エンボディド・カーボンについて

✓ エンボディド・カーボンの算定には、ライフサイクルアセスメント（LCA）の規格に沿って、

建築のー生涯の環境負荷評価を行なう。

✓ 建設にかかる資材調達、製造、建設、改修、解体を算定範囲として、

各工程にわたる環境影響を評価し、削減することが求められる。

建てる時のCO2 暮らす時のCO2
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One Click LCA社主催トレーニング①

建築LCAの紹介＆ソフトウェアトレーニング

• One Click LCAの紹介
• 気候変動と建設分野
• LCAと建築の段階
• EPDとは
• 法律と規格
• アカウント作成とソフトウェア利用開始
• ソフトウェアのデモ
• Q&A 自習課題
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One Click LCA社主催トレーニング②

計画初期段階における建築LCAの使い方

• 実プロジェクトにおける排出削減検討
• 簡易算定ツール カーボンデザイナー3Dのデモ
• ベースラインの設定と削減検討
• 結果の解釈、他
• Q&A
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One Click LCA社主催トレーニング②

木造vs鉄筋コンクリート造比較

資材製造と資材更新による環境負荷
木造vs鉄筋コンクリート造比較

算定期間：100年

以下の小スケールの変化にも着目
• 木質断熱材vs鉱物orプラスチック系断熱材
• 木質壁仕上（内装or外装）
• 木製建具・窓
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ASCコンテストにおける
算定条件

■評価範囲：以下が必須
A1-4：資材製造・輸送
B4-5：更新・改修
C1-4：廃棄・リサイクル

■評価期間：50年

12

建築のライフサイクルステージ
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サステナビリティ評価基準への適合

・サステナビリティ基準について明確に対処したデザイン

1.カーボン&エネルギー: エネルギー消費量・エンボディドカーボンと
オペレーショナルカーボン削減に資するソリューションと戦略の統
合（例：U値、パッシブ/アクティブ設計etc.)

2.資源&循環性：非再生可能資源削減、製品寿命の長期化、製品リサイ
クル・再利用の促進

3.健康&ウェルビーイング：温熱環境、照明、音響、室内空気質の向上
をはかる計画（防音、換気手法、自然採光計画）

・建築物理（温熱・音響・気密、湿気管理）に配慮した、建築ディテー
ルの質と一貫性

・サンゴバン社製品の適切な用途への採用

⚫ 評価基準（サスティナビリティ）

One Click LCAを活用して「評価基準」への適合を示す。
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RE2020（フランスの環境規制）

1. CO2とエネルギー消費（オペレーショナルカーボン）

• 建物はエネルギー効率の高い設計とする。少なくとも以下のレベルの性能を達成する
（パッシブハウス基準13）：
• 年間暖房エネルギー需要＜15kWh/m2（パッシブハウス基準）
• 外皮（屋根、外壁、1階床）の平均U値 < 0.15 W/(m2K) (パッシブハウス基準)
• 窓のU値 < 0.8 W/(m2K)、g値約50
• 気密性： q4 < 0.6 m3/(h m2)

• 温熱快適性を達成するための戦略、例えば、建物外皮の性能（断熱性、気密性）、
日射遮蔽対策、換気など。

• 1年間（1月～12月）のエネルギー需要の計算を行う。プロジェクト設計のエネルギー
性能をどのように削減・最適化できたかを説明する。低炭素エネルギー供給について
研究し、提案することができる（例えば、地元で生産される再生可能エネルギー（地
熱・太陽光発電）やヒートポンプなどのソリューションが評価される可能性がある）
。
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RE2020（フランスの環境規制）

1. CO2とエネルギー消費（エンボディドカーボン）

• OneClick LCA を用いて、建物のライフサイクルCO2排出量の計算を行う。

• 軽量構造・木造建築・製品の再利用など、プロジェクトの設計を進める中で、
どのようにエンボディドカーボンを削減／最適化できたかを説明する。

• 490kgCO2eq/m2（炭素に関するフランスの規制 RE2020 集合住宅2031年の
基準値）を考慮する。※年々規制値が厳しくなっていく。

集合住宅
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RE2020（フランスの環境規制）

2. 資源と循環性

➢ 再生不可能な一次原材料の使用と非有価廃棄物の発生を最小限に抑える。

• 長寿命設計：使用において柔軟で、時間の経過とともに容易に適応可能で、場合に
よっては使用方法の方向転換を可能にするもの。

• 資源効率の高い材料・製品・システム：再生不可能な一次原材料の使用を最小限に
抑え、再生可能な原材料やリサイクル可能な原材料を最大限に使用し、廃棄物の発
生を最小限に抑える。再利用が優先、次いでリサイクルが優先される。再利用やリ
サイクルが容易であるためには、システムは解体しやすく、部品は分別しやすいこ
とが必要。また、製品や材料は・・有害物質への暴露を減らす。

• 既存の建物の改築・増築は、解体・撤去や新築よりも優先される。

• 解体および廃棄物の有価化を促進：建築物の建設、維持、改修に使用されたすべて
の材料、製品、システム、およびそれらの構成について、長期にわたって詳細な目
録を作成する。

※ 代替案の選択を支援するため、決定は、建築物レベルでの実際の環境影響に基づい
て行なう。これらの影響は、建築物の全ライフサイクルにわたって計算する。
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サステナビリティ評価基準への適合に向けた削減手法

⚫ One Click LCA社により10の削減指針が示されている

←木造化等

←低炭素建材（コンクリート・鉄）

←形態最適化

←床スラブ

←駐車場

←可変性

←長寿命化（外皮）

←省装飾

←長寿命化（建築）

←地盤
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排出の大きい部位の特定・削減

⚫ One Click LCA活用により、排出の大きい部位を見つけて削減できる

床スラブ

内壁
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CO2排出量の算定ステップ①

↓建物寸法を変更すると、「寸法を再計算する」というボタンが出現。

⚫ 建物寸法・面積等を調整→実際の建物に近い数量での算定が可能

面積・長さ建物寸法

＜簡易算定機能カーボンデザイナーの利用方法（数量変更）＞
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CO2排出量の算定ステップ②

代替可能な原単位が表示される。

代替可能な原単位を選択し、面積や%を変更することで、
原単位の追加・入替えが可能。

①「編集する…」ボタンをクリックする事で、構成要素の面積やパーセンテージを編集可能。
②要素毎に代替可能な原単位に追加・入替を行い、結果を編集することが可能。

①

②

①

⚫ 原単位（要素別の複合原単位）の変更→実際の建物に近い仕様を選定可能

＜簡易算定機能カーボンデザイナーの利用方法（資材変更）＞
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CO2排出量の算定ステップ③

①カーボンデザイナー3Dで作成したデザイン情報を、詳細算定機能プロジェクトに転送することが可能。
「デザインをプロジェクトに保存する」をクリックすると「変換画面」がポップアップされる。

②「デザインを選択または作成する」で新規にデザインを作成するか、既にあるデザインに上書きするか
を選択。

③「保存」をクリック。

「デザインをプロジェクトに保存する」をクリック。

①

③

②

＜簡易算定機能カーボンデザイナーの利用方法（詳細算定機能との連携）＞
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CO2排出量の算定ステップ④

＜詳細算定機能における資材変更＞

⚫ 資材を「低炭素建材」･「EPD」に変更し、CO2排出量を削減

①

②

③
④
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【参考】 サンゴバン製品（EPD）

⚫ サンゴバン製品(EPD)を検索：1668製品（昨年1180）
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CO2排出量の算定ステップ⑤

＜詳細算定機能における複合原単位の編集＞
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【参考】 グループ化機能

✓ グループ化機能＊ を利用して、複合原単位を登録して、再利用することが可能。

◼ 方法１：グループを作成するをクリック＞ドラッグ＆ドロップ＞グループ名・数量・他を入力＞保存

◼ 方法２：複数部材を選択＞右クリック＞グループを作成する＞以下同上

＊ グループ化機能：ヘルプより、Private Constructions、 Group Materials As Constructions参照
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建物の循環性評価①

＜ビルディングサーキュラリティ（設定画面）＞

建物の循環性は、リサイクル率・再生可能率・再利用率の数値に加え、EOL(廃棄・再利用)
プロセスによって算定されます。
資材のリサイクル率・再生率・再利用率の値は原単位データからも取得できます。EOLプロセス
のシナリオは資材の種類によって設定します。

Relevant support articles:
Building Circularity: Circular Assessment – One Click LCA Help Centre (zendesk.com)

リサイクル率/再生可能率/再利用率
廃棄・再利用
プロセス

https://oneclicklca.zendesk.com/hc/en-us/articles/360014998199-Building-Circularity-Circular-Assessment
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建物の循環性評価②

＜ビルディングサーキュラリティ（算定結果）＞

建物の循環性は、プロジェクトのために調達・使用された資材について、
①原材料のリサイクル・再生・再利用率(資材回復率)と②ライフサイクル終了時のEOLシナリオ
(資材復帰率)によって算定されます。

①リサイクル・再生・再利用、②リサイクル・再利用・ダウンサイクリング・燃料利用の7つの要素に
それぞれ係数が設定されています。資材の天然材料率、および廃棄される資材については、循
環性の算定からは除外されます(係数はゼロ)。

各要素の割合と係数を掛け合せた合計が
①資材回復率(右例の場合：4.8％)、
②資材復帰率(同：53.5％)となります。

①資材回復率と②資材復帰率の平均値が
建物全体の循環性です。
（右例の場合(4.8%+53.5%)/２=29%）

原則、％が大きいほど良い結果となります。

資材回復率

資材復帰率
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2024年提案例①(日本チーム)

単なる建築の提案だけでなく、環境側面への影響をも検証、検討しなければならない難しい課題。その中でこの提案「Green Layers
」は、既存の植栽を守りながら人や街にとっての緑の役割を考え、またA棟ではRC躯体を軽量な木造に置き換えることで床面積を増や
し、B棟では既存の基礎の上に新築を乗せながら、日照を考えたL字型の平面にまとめるなど、多くのアイデアと工夫がバランスよく、素敵
なCGでわかりやすく表現されていた。
レジデンスのプランもよく練られている。A棟では貴重な冬の窓からの光を奥の部屋まで導くよう固定の間仕切りではなくカーテンなどで仕
切る工夫や、よくよく見るとB棟1階の駐車場からは冬季の冷気の侵入や雪の中を歩かずとも良いよう、外を通らず車室ごとに設けた風
除室を介して室内に入れる工夫がされている。（若林 亮）
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2024年提案例①(日本チーム)
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2024年提案例①(日本チーム)

外壁

床スラブ

電気設備

空調設備

計画案
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2024年提案例①(日本チーム)
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2024年提案例①(日本チーム)

※RC→CLT・集成材

外壁

電気設備

空調設備

柱・梁

床スラブ

※電気修正

416 kg-CO2e/m2

332 kg-CO2e/m2



©SUMITOMO FORESTRY CO.,LTD. ALL RIGHTS RESERVED. 36

2024年提案例①(日本チーム)

※基礎再利用の効果（100％の場合）

※こちらが基礎面積↑

↓こちらは延床面積

******

***
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2024年提案例①(日本チーム)

※RC→木造 ＋ 天井現しの効果

***

***

***

***

***

***

***
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2024年提案例①(日本チーム)

※空調設備：放射パネル→床暖房 の効果

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***

***
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2024年提案例①(日本チーム)改

外壁

電気設備

空調設備

柱・梁

床スラブ

基礎
※RC→CLT・集成材
※天井→現し

※基礎→再利用

※放射パネル
→床暖房

376 kg-CO2e/m2

216 kg-CO2e/m2
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2024年提案例③(日本チーム)改

376 kg-CO2e/m2

216 kg-CO2e/m2
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2024年提案例②(レバノンチーム)



1. One Click LCAについて

2. One Click LCA主催トレーニングの概要

3. 建築コンテストで求められること

（サスティナビリティ評価）

4. One Click LCAの活用方法

5. 過去コンテストにおける提案事例

6. One Click LCA日本版（参考）
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（参考）「One Click LCA」 特設サイト

https://sfc.jp/treecycle/value/oneclicklca/
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（参考）「One Click LCA」 特設サイト 操作動画

■One Click LCA 特設サイト内 デモ動画：操作方法をご確認いただけます。

https://sfc.jp/treecycle/value/oneclicklca/feature/
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（参考）「One Click LCA」 マニュアル（日本版）

1. ユーザー登録と基本操作

2. 新規算定プロジェクトの開始

3. 必須データの入力（エクセルインポート）

4. 非必須データの入力(施工・解体)

5. 算定結果の確認

6. プライベートデータの登録

7. Carbon Designer ３D

8. ソフトウェアの機能紹介

9. BREEAM & LEED

10. 建物の循環性評価(Building Circularity Tool)

１１. (補足)OCLCA、及びライフサイクルアセスメントについて

目次

⚫ 操作マニュアル（日本版用）をご参考ください。
※赤字は特にコンテストに関係する項目
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